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３ 1,4-ジオキサンの嘉例川への拡散経路

参考資料-1-1 および上記の結果から、1,4-ジオキサンの嘉例川等への拡散経路について、以下

に示した。

第一帯水層：地下水位は南側の段丘面から嘉例川の北東側(嘉例川の下流側方向)に向かって流

れており、一部は沖積層に流れる。沖積層よりコンクリート護岸から嘉例川に浸み

出す可能性が考えられる。

第二帯水層：地下水は南側の段丘面から東側に向かって流れている。地盤構造から、当該地付

近では嘉例川とは粘性土層（tDc 層）により区分されており、嘉例川の下を流れる

ものと考える。第二帯水層の地下水は、地下水位分布、地下水イオン分析の結果に

より第一帯水層および第三帯水層とは区分されていると考えると、当該地周辺にお

いて、嘉例川への浸出はないものと考えられる。よって、現時点では地下水の流れ

により移流・拡散した 1,4-ジオキサンにより嘉例川付近は汚染していないといえる。

しかし、現地踏査の結果から、第二帯水層の河床への露出は確認されていないが、

その上位の粘性土（tDc 層）が確認されている。嘉例川河床勾配及びその周辺の地

形勾配を考慮すると、嘉例川下流で第二帯水層が河床部に確認される可能性があり、

第二帯水層地下水が嘉例川を含め嘉例川下流域で湧出することも考えられる。

第三帯水層：地下水は、大きくは南東側に向かって流れているが、局地的に地下水の流下方向

が異なる。第三帯水層の地下水は、地下水位分布、地下水イオン分析の結果により、

第一帯水層および第二帯水層とは区分されていると考えられる。このため、当該地

周辺において、嘉例川への浸出はないものと考える。


